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実は身近なもの 

 

機械建築工学科 杉町 龍典 

 世の中には遠そうで近いものって結構ありますよね。逆もまた然り。近そうで遠いもの

もたくさんあります。それは単純に物理的な距離感であったり、人間関係であったり様々

です。私が今でも心に残っているのは、障がい者との距離感です。 

 私は大学時代、障がい者問題研究会というサークルに入っていました。部員数が多く、

一学年 100～120 名ほどの学生が在籍していました。活動内容としては、障がい者の施設

訪問・ボランティア、サークル独自の障がい者と交流する団体が、季節ごとに様々な行事

やイベントを行っていました。私自身、高校時代にも夏休みにサマーボランティアで高齢

者や障がい者の施設を訪問していたので、障がい者に対しての接し方や知識はある方だと

自信を持っていました。 

 大学２年の夏、旅行で東京を訪れました。夏休みということもあり人が多く、観光地は

どこに行っても混んでいました。浅草の近くを散策している途中トイレに行きました。ト

イレも混んでおり、行列になっていましたが、一つ空いて何気なくトイレをすることがで

きました。トイレが終わった後、ふと後ろを見ると、足が悪いのか杖をついたおじいさん

が立っていました。そこで私は我に返り自分の過ちに気づきました。私が使用したのは、

小便器の一番左端、つまり手すり付きの小便器だったのです。そのおじいさんは、手すり

につかまりながらでないと立つことができないため、順番が来ても、一番左端の小便器が

空かないとトイレができないのです。その時私は自分の体が健康な間は、左端の手すり付

きの小便器は使わないと心に決めました。人がいなかろうが、混んでいようが使わないよ

うにしています。 

 今まで自分から障がい者と関わることで、遠い存在に近づきに行っているという感覚だ

ったのかもしれません。しかし、この一件で全然遠くなんかない、むしろ日常生活の中で関

わる可能性がある近いものだと気づかされました。その後、車いすの方と一緒にお酒を飲む

機会があり、色んなお話をさせてもらいました。健常者に対する不満であったり、障がい者

である葛藤など、とても濃密でなかなか聞くことのできないお話をしていただきました。 

世の中は、障がい者・健常者と言葉で分けて表現していて、すごく離れているようですが、

実はとても近く隣り合わせているものなのではないかと私は思います。 



人権・同和教育ホームルーム活動 

１月 15 日（金）に１・２年生が

第４回、３年生が第３回の人権・同

和教育ホームルーム活動を行いま

した。１年生は「人権問題を考える

Ⅳ」、２年生は「人権の歴史Ⅳ」、３

年生は「差別解消への自らの役割」

というテーマで学習しました。 

〈人権委員の感想〉 

○今回は高校生最後の人権・同和教

育ホームルーム活動でした。小学校

から人権について学習してきて知

識を多く身に付けたと思います。これからは教わるだけでなく、周りの人に教えられる存在

になりたいです。結婚差別や就職差別、男女差別や部落差別などはこれからも自分に起こり

得るものだと考え、いざ起こった時に正しい行動ができるようにこれからも人権に関心を

持ち、正しい知識を身に付けていきたいです。（３年生） 

○一年間の復習ができました。僕たちのクラスは今年の人権・同和教育ホームルーム活動で

就職差別や結婚差別について学習してきました。就職差別に関しては身近な問題で、就職す

るにあたって知っておかなければならないことなので、自分のこととして集中して取り組

めました。結婚差別については、実際に部落差別を受けて結婚するまでに辛い思いをした

方々の話を聞かせていただきました。そして、この活動で、差別問題に対しては当事者だけ

でなく周囲の人々の協力、理解が大切なんだと学ぶことができました。一年間人権委員とし

て活動してきましたが、クラスのみんなが３年間の人権学習を通して学んだことを心の片

隅で覚えておいてくれたら嬉しいです。もし、これから身近で差別が行われていたら絶対に

差別を止める立場になってあげてください。一人一人のちょっとした気持ちが大切だと思

います。（３年生） 

○今回は、戦後の同和問題解決に向けた歩みを学びました。戦後の日本で人権に関する法律

が多く、２０１６年にも部落差別解消推進法が施行されていることから、今も少なくない数

の部落差別があるんだと思いました。今回の学びを通して、部落差別問題は法律で定めても、

一人一人の心持ちを変えないとなくならないと思いました。（２年生） 

○自分の友人のことで身近な人から差別的なことを言われた時、三つの「言う」を学びまし

た。「その場で言う」「親しいから言う」「素直に言う」。差別していると気づいていない人が

多いと思うので注意できるようにしたいです。（１年生） 

【人権教育課からのお知らせ】 

  DV 未然防止のための冊子を宇和島市人権擁護委員協議会からいただき 

ました。１･２年生に配布しますので読んでください。 


